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第１ 作成の趣旨 

 

  三河山間地域は、人口の減少や高齢化の進展など厳しい状況にある一方、

平成 24 年には三遠南信自動車道や新東名高速道路の一部が開通するなど、

この地域の条件を大きく変化させる可能性を秘めたプロジェクトが進展し

ております。 

さらには、農山村に対する関心の高まりなど、この地域に活性化の機会を

もたらす時代の潮流も認められます。 

  県では、こうしたプロジェクトの効果や時代の潮流の変化から生み出さ

れるチャンスを最大限に受け止め、地域の活力を再構築するため、三河山

間地域の長期的･総合的な振興の指針となる「あいち山村振興ビジョン～緑

が生きる豊かな山の暮らしの構築～」（平成 21 年 3 月）を策定し、2025 年

（平成 37 年）までを展望したうえで、4 つのめざすべき将来像を設定しま

した。そして、これらの将来像を実現するため、2015 年（平成 27 年）を施

策展開の目標年次として、県が重点的に展開していく 6 つの施策の方向性

を明らかにし、具体的な施策展開を行っています。 

  この施策の展開にあたっては、地域住民はもとより、企業､大学、ＮＰＯ、

ボランティアの方々など様々な主体との多層的な連携並びに都市地域を含

む広域的な連携が不可欠です。 

  そのため、ビジョンに位置付けた施策の 2014 年度の主な取組状況をまと

めた「あいち山村振興ビジョン 年次レポート 2015 ～緑が生きる豊かな

山の暮らしの構築 状況報告～」をホームページを通じて情報発信し、多

層的、広域的な連携主体と情報の共有や認識の統一を図ってまいります。 
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[人口]  112,000 人（H22 国調）

[面積]   1,800 ㎢ 

豊田市（旧藤岡町・旧小原村・旧足助町・ 

   旧下山村・旧旭町・旧稲武町の区域）

岡崎市（旧額田町の区域）

設楽町 

東栄町 

豊根村 

新城市 

□ビジョンの対象地域 

 

 

 

 

東岡崎ＩＣ 
新城ＩＣ 
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めざすべき将来像と重点的に展開する施策 

 

［めざすべき将来像］        ［重点的に展開する施策］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 安心して 

暮らし続けられる地域 

③ 個性豊かな魅力が 

誇れる地域 

④ 愛知の環境を支える地域 

１ 安心安全な暮らしを支える生活環境の充実 

２ 小規模高齢化集落への対応 

３ 交流居住の活性化によるＵＩＪターンの促進 

４ 通勤圏における産業集積の促進 

５ 観光･特産品振興による地域ブランド力の強化 

６ 農林水産業の振興と多面的機能の維持・向上 

  

  

■ 高速道路など大規模プロ

ジェクトの整備促進 

■ その事業効果を広域的に

波及させ、地域のポテン

シャルを引き出す道路の

整備促進 

  

  

■ 都市地域を含む広域的連

携の促進 

■ 企業、大学、ＮＰＯなど多

層的な連携の促進 

 

 

施策展開の基礎となる 

インフラ整備 

施策展開を強化する 

連携の促進 

② 愛知の産業活動の 

一翼を担う地域 


